
和歌山市老人クラブ連合会　今後の展望

　全国老人クラブは地域を基盤とする自主的な組織で、高齢者自らの生

きがいを高め、健康づくりを進める活動や地域を豊かにする各種の活動

を推進していますが、その活動や役割は介護保険等の導入により、高齢

者を主体とする介護予防と相まって、相互の支援の観点からも、ますま

す期待されているところであります。

　今、老人クラブが置かれている現状は、クラブ会員の減少とともに、

会員年齢の高齢化に伴う活動力の低下の問題に直面しており、活性化に

向け取り組んでいるところですが、会員の減少傾向に歯止めがかからな

い状況にあります。

　以上のように、高齢者を取り巻く環境が、ますます厳しさを増す中で、

高齢者の友愛活動、社会貢献、健康づくりなど、社会的要請が強まるこ

とが予測されます。

　このような社会的要請を踏まえ、老人クラブが地域社会に根差した魅

力ある活動を展開し、住民から頼りにされる存在感のある組織として発

展を図るには、今老人クラブを取り巻く課題を探り、次のような視点か

ら活性化を図る必要があります。

1. 新しい組織づくり
○若手・女性の積極的な役員の登用

2. 新規会員の加入促進
○地域のネットワークを利用した会員勧誘活動の推進

○同好会活動と連携した会員勧誘活動のすすめ

3. 情報発信力の強化
○老人クラブ活動の地域住民に広く周知

○地域組織の自治会などへの積極的な周知

○同好趣味の会（未加入者）会員に対する、入会を積極的に進める

4. その他時代の流れにあった魅力ある活動
○会員のニーズを把握し関心ある活動

○サークル活動の推進など
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長 生 き し よ う
鈴木尊良　作詞
森川隆之　作曲
泉真佐男　編曲
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あとがき

　本記念誌の冒頭に述べましたように、本年で創立 50 周年になります

が、半世紀といえば、今の長寿社会からみれば短く感じます。しかし創

立当時は、まだ戦後復興の激しい時代でもあり、各会長役員はもとより、

会員の皆様方の献身的なご努力により、今日こうして立派に隆昌させて

頂きましたことは、感謝の他ありません。

　老人クラブ各位の事績を拝見しますと、苦難された半世紀の事績を記

述し保存することは、我々後に続く者の責務であると存じますが、長い

歳月の経過により記録や写真等が数少なくなり、掲載されている写真な

どは保存されていた会員の提供によるものであります。誠に申し訳なき

次第ではございますが、本記念誌掲載がせめてもの記録や、良い思い出

として大切に保存して頂ければ幸甚に存じます。

　本記念誌の編集に当たり、かねがね市老連広報紙「市老連だより」発

刊についてお力添えを頂いています大阪の㈱博報社に特別にご配慮を頂

きましたことを、厚くお礼申し上げますとともに、お礼の言葉といたし

ます。
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